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アルファベット22の詩篇集 

詩篇119篇の編集構造 
 

詩篇119篇。トーラーの詩集です。22個のアルファベットの詩篇。22個の詩篇の詩集
です。8節ずつある詩です。全体としてはトーラー（教え）の詩篇です。その父、天の父
からの言葉に対する応答の子のことばが書かれている。 

ヨハネ福音書のイエス様が天の父に祈るところとか、ヨハネの手紙で教えられている
ところとかが、この119篇が成就している御霊に満たされた言葉だということが言える
と思います。 

シナイ山というペンテコステ、知恵が与えられて御霊が与えられるということが全体
の構成から表されていると思います。1～8と9～12、13～18と19～22という4つに分け
られていると思います。全部で22なので、4つに分ける時にどこを2つにするのかという
のが問題になりました。13は15の始まりと16の終わりでまとまっています。14は17の
始まりと18の終わりが同じなので、13、14をひとつにしています。 

4つに分けた時の前半1～12まで、これは申命記10章の主が求めておられることは何
かというところの大きく2つに分かれるものに該当するのでしょう。主の道に歩むとい
うのが前半。13段落目から22まで、これは主を愛するというのがキーワードの構成で
言われると思います。前半に道が非常に多い、後半に愛が非常に多いです。他の言葉は
そんなにはっきりと分かれないのです。この2つは前半後半を分ける大切なキーワード
になっています。 

主を愛し、主の道に歩むことを求められています。創世記18章はアブラハムに相続の
地あなたを選んだのはこのためですと言われているところでも教えが入っています。そ
の教えは18章19節で2つ言われます。主の道を守らせ、公義と公正を行う、これがアブ
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ラハムに言われている私たちが行うべきことです。その主の道を守らせるというのが1～
8まで、13～18までが義と公正を行うというところだと思われます。愛があるのですが、
愛と憎むこと。愛することの反対は憎むこと、何かを愛すれば何かを憎むことになる、
何かを憎むなら何かを愛することになりますので、愛と憎むという戦いがこの裁き、光
と義の裁きのところで書かれています。 

1～8、13～18はアブラハム、モーセ、ダビデら父たちの教え、行うべきことについ
て特に強調されています。9、10、11、12、19、20、21、22、この段落の後半の部分
は、そうするならばどういうものが受けられるのか。子供たちへの祝福、父たちの教え
と子らへの祝福ということで、9、10、11、12。19からというところがまとめられる
のだと思います。 

9、10はトブ、神様は良いかたである。その良いかたなので私たちは良いものを受け
る。10段落目は知恵、知ることの段落です。11は滅びる、しかし12で堅く立てられる、
滅びることはありません、とこしえですというレオラム（ヘブライ語のとこしえ）の段
落。19と20は近い、離れないことが強調されています。21と22は神様を愛します。そ
の愛する結果としてほめ称える、賛美します、歌を歌いますというのが21 と22に書か
れているところです。 
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この２つずつの組み合わせを（全体としては2つずつセットになっています）どう区
別するのかを考えますと、9、10は父なる神の子、良い知恵を与えられるはずであった
正しいアダム、良い知恵を持っている子ども。11と12は、滅びないで堅くとこしえの契
約を与えられた（慰めるということばもあります）慰められる子どもノア。19と20は、
主が共にいる、近くて離れません、あなたと共にいますというヨシュア。21と22は、ダ
ビデの子、神様の愛する子、ダビデの子であるソロモン。というように、アダム、ノア、
ヨシュア、ソロモンのことを連想しても良いのではと考えました。 

9～12のほうは、第一歴代史16章のダビデの契約、契約の箱が戻ってきて、主は良い、
その恵みはとこしえまでと歌っている箇所。19～22は、そのダビデが死ぬ前にソロモ
ンに相続する。強くあれ雄々しくあれ、主は共にいて見捨てない、見放さないというソ
ロモンへの言葉。この父ダビデの受けたものと、その父ダビデの道を歩むならば主が共
に住んでくださるという契約の箱と契約の箱の住まいである神殿。王座と家という2つ
で9～12と19～22とに分けられるのではないかと考えました。 

父たちの教え、行うべきこと、守るなら子らへの祝福。その御霊の祝福である知恵と
霊。ヨシュアもソロモンも受けたみことばの祝福。みことばの祝福というのは、知恵と
共にいてくださる愛であるということがヨハネ福音書でも言われているとおり、119篇
は、主を愛し主の道に歩みなさい、その愛は決して絶えることはありませんということ
を教えられている詩集であろうと分析しています。 
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